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い
く
ら
費
用
は
か
か
っ
た
の

こ
れ
も
難
問
で
す
。

記
録
が
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
詳
細
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
架
橋
碑
に
寄
付
を
し
た
人
の
名
と
金
額
等
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を

詳
細
に
分
析
す
る
と
、
あ
る
程
度
の
費
用
は
計
算
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

石
切
や
組
み
立
て
な
ど
の
専
門
的
業
務
に
就
く
人
に
は
、
当
然
手
当
て
が
支
給
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
が
、
一
般
に
工
事
に
携
わ
っ
て
い
た
人
は
、
大
半
今
で
云
う
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

参
考
ま
で
に
、
架
橋
碑
に
記
さ
れ
て
い
る
人
を
一
部
列
挙
し
て
み
ま
す
。

一
銭

五
百
目

鈴
屋
虎
吉

一
米
一
石
二
斗

村
方

一
同

五
百
目

泉
屋
富
士
太
郎

一
籾
壱
石

山
口
掛

一
同

五
百
目

後
藤
善
右
衛
門

一
同
八
斗
五
升

川
原
、
中
山
口

一
同

九
十
目

井
筒
屋
平
吉

一
同
二
石
八
斗

船
尾
掛

一
同

四
十
五
文
目

皿
屋
伊
七

一
同
二
石
八
斗

浜
津

惣
村
中
軒
別
二
百
文
加
勢

一
銭
二
貫
目

大
和
屋
龍
吉

松
屋
清
兵
衛

そ
の
他
多
数
の
人
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
て
、
か
つ
刻
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
石

面
が
剥
離
欠
落
し
て
判
読
不
能
で
す
。

（
「
国
重
文
の
祇
園
橋
」
よ
り
）

銭
一
目
が
、
今
日
に
換
算
す
る
と
い
く
ら
に
な
る
か
、
私
に
は
分
り
ま
せ
ん
が
、
惣
村

中
軒
別
二
百
文
加
勢
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
村
挙
げ
て
の
工
事
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
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架橋記念碑に刻まれた寄付者の氏名
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祇
園
橋
の
所
有
者
は
誰

河
川
は
熊
本
県
の
管
轄
、
川
の
両
サ
イ
ド
の
道
路
は
市
道
で
す
。

で
は
、
橋
の
所
有
者
（
管
理
者
）
は
誰
で
し
ょ
う
か
。

「
本
渡
市
の
文
化
財
」
（
平
成
十
五
年
発
行
）
に
よ
る
と
、
本
渡
市
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
市
町
村
合
併
に
よ
り
、
天
草
市
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
文
化
庁
の
登
録
で
は

当
時
の
本
渡
市
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
登
記
上
の
所
有
者
は
市
で
あ
っ
て
も
、
貴
重
な
歴
史
遺
産
で
す
。
市
民
全
員

が
所
有
者
と
い
っ
た
感
覚
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
ね
。
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い
つ
国
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
の

ま
た
、
そ
の
意
義
は

ま
ず
、
昭
和
三
十
三
年
に
本
渡
市
の
指
定
を
受
け
、
昭
和
五
十
年
に
熊
本
県
の
指
定
文

化
財
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
九
年
に
（
十
月
十
七
日
答
申
・
同
年
十
二
月
三
日
告
示
）
、
国
指
定
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

指
定
す
る
場
合
、
特
別
の
こ
と
が
な
い
限
り
国
の
方
か
ら
積
極
的
に
調
査
し
て
、
指
定

す
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
と
思
い
ま
す
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
だ
っ
て
、
推
薦
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
国
指
定
を
得
る
た
め
に
は
、
関
係
各
位
の
大
変
な
努
力
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

地
元
の
人
は
い
つ
も
見
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
逆
に
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
が
ど
れ

だ
け
価
値
が
あ
る
も
の
か
見
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
灯
台
下
暗
し
と
い
う
こ
と
で

す
。で

も
、
早
く
か
ら
こ
の
橋
の
価
値
を
認
め
て
い
た
、
近
く
に
住
む
地
域
史
研
究
者
の
鶴

田
文
史
氏
は
、
国
の
指
定
を
得
る
た
め
に
、
中
心
と
な
っ
て
運
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

鶴
田
氏
は
、
架
橋
三
世
話
人
の
一
人
「
叶
屋
伊
平
」
の
末
裔
に
当
た
る
と
の
こ
と
で
、
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国
指
定
重
要
文
化
財
指
定
の
標
柱

「
本
渡
祇
園
橋
と
町
山
口
川
の
環
境
を
守
る
会
」
が
、

祇
園
橋
の
国
重
要
文
化
財
指
定
を
祝
い
、
町
山
口
川
の
環

境
を
守
る
た
め
に
、
発
行
し
た
冊
子
。

発
行
日
平
成
10
年
1
月
15
日



そ
う
い
う
意
味
か
ら
も
誰
よ
り
も
祇
園
橋
に
強
い
愛
情
を
持
っ
て
、
祇
園
橋
の
研
究
と
共

に
、
保
存
・
県
や
国
指
定
へ
の
運
動
を
取
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

鶴
田
氏
が
発
起
人
と
な
り
、
共
鳴
す
る
仲
間
と
と
も
に
、
平
成
四
年
九
月
二
十
七
日
に
、

「
祇
園
橋
と
町
山
口
川
の
環
境
を
守
る
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
は
、
天
草
文
化
協
会
長
・
堀
田
善
久
氏
、
副
会
長
は
前
出
の
西
海
文
化
史
研
究
所

主
宰
の
鶴
田
文
史
氏
な
ど
四
名
。
常
務
理
事
と
し
て
、
各
区
の
区
長
な
ど
八
名
。
理
事
、

区
長
な
ど
九
名
。
他
に
、
事
務
局
長
や
次
長
、
監
事
に
近
く
の
商
友
会
の
人
な
ど
を
配
置

し
、
顧
問
と
し
て
は
、
市
議
会
議
員
や
各
団
体
の
長
な
ど
の
有
志
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
肩
書
は
当
時
）

会
の
名
称
は
、
た
だ
単
に
祇
園
橋
の
指
定
を
得
る
と
い
う
事
だ
け
で
な
く
、
環
境
が
悪

け
れ
ば
、
価
値
が
な
い
と
い
う
、
日
本
の
石
橋
を
守
る
会
事
務
局
長
・
山
口
祐
造
氏
の
講

演
を
聞
い
て
、
祇
園
橋
と
同
時
に
周
辺
の
環
境
整
備
が
大
切
と
知
っ
た
た
め
、
〝
町
山
口

川
の
環
境
〟
を
入
れ
ま
し
た
。

近
年
、
祇
園
橋
近
辺
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
工
事
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
繁
っ
て
い
た

柳
な
ど
の
樹
木
も
一
本
を
残
し
て
無
く
な
り
、
味
け
な
い
景
観
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
環
境
整
備
に
も
力
を
入
れ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

守
る
会
で
は
、
市
や
県
に
働
き
か
け
、
運
動
開
始
か
ら
わ
ず
か
五
年
で
、
指
定
を
取
り

つ
け
ま
し
た
。
普
通
十
年
は
か
か
る
と
い
う
の
に
、
そ
の
半
分
の
年
月
で
成
就
し
た
の
に

は
、
会
の
熱
心
な
取
組
や
当
局
の
熱
意
あ
る
動
き
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
祇
園
橋
が
持
っ

て
い
る
価
値
が
、
そ
れ
だ
け
素
晴
ら
し
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
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祇園橋と共に、天草の至宝・国指定重要文化財

左・首塚（苓北町富岡）

右・天草四郎陣中旗（天草キリシタン館蔵）
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重
要
文
化
財
と
は
？

国
宝
と
か
重
要
文
化
財
等
は
、
「
文
化
財
保
護
法
」
と
い
う
法
律
に
よ
っ
て
、
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
の
第
二
条
、
（
文
化
財
の
定
義
）
で
、
祇
園
橋
に
関
係
あ
る
と
思
わ
れ
る
も

の
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
。

一

建
造
物
、
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
品
、
書
籍
、
典
籍
、
古
文
書
そ
の
他
の
有
形

の
文
化
的
所
産
で
我
が
国
に
と
っ
て
歴
史
上
又
は
芸
術
上
価
値
の
高
い
も
の

（
こ
れ
ら
の
も
の
と
一
体
を
な
し
て
そ
の
価
値
を
形
成
し
て
い
る
土
地
そ
の

他
の
物
件
を
含
む
。
）
並
び
に
考
古
資
料
及
び
そ
の
他
の
学
術
上
価
値
の
高

い
歴
史
資
料
（
以
下
「
有
形
文
化
財
」
と
い
う
。
）

四

貝
づ
か
、
古
墳
、
都
城
跡
、
城
跡
旧
宅
そ
の
他
の
遺
跡
で
我
が
国
に
と
っ
て

歴
史
上
又
は
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の
、
庭
園
、
橋
梁
、
峡
谷
、
海
浜
、
山

岳
そ
の
他
の
名
勝
地
で
我
が
国
に
と
っ
て
芸
術
上
又
は
鑑
賞
上
価
値
の
高
い

も
の
・
・
・
中
略
・
・
・
（
以
下
「
記
念
物
」
と
い
う
。
）

五

地
域
に
お
け
る
人
々
の
生
活
又
は
生
業
及
び
当
該
地
域
の
風
土
に
よ
り
形
成

さ
れ
た
景
観
地
で
我
が
国
の
生
活
又
は
生
業
の
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
（
以
下
「
文
化
的
景
観
」
と
い
う
。
）

六

周
囲
の
環
境
と
一
体
を
な
し
て
歴
史
的
風
致
を
形
成
し
て
い
る
伝
統
的
な
建

造
物
群
で
価
値
の
高
い
も
の
（
以
下
「
伝
統
的
建
造
物
群
」
と
い
う
。
）

を
重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
う
た
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
「
重
要
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
失
っ
た
場
合
・
・
・
・
指
定
を
解
除
で
き
る
。
」

第
二
十
九
条
。
つ
ま
り
、
壊
れ
た
り
、
価
値
を
失
う
改
変
・
改
造
な
ど
が
行
わ
れ
た
場
合

で
、
当
然
の
こ
と
で
す
。

法
律
の
条
文
は
、
難
解
で
す
が
、
興
味
の
あ
る
方
は
一
度
目
を
通
し
て
く
だ
さ
い
。
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〈祇園橋説明板〉

祇園橋 国指定重要文化財（平成９年12月3日指定）

この石橋は、天保３年（1832年）町山口村庄屋大谷健之助が発起し架設した

もので、祇園神社の前にあることから、祇園橋と呼ばれています。石造桁橋で

は日本最大級で、長さ28.6ｍ幅3.3ｍあり、45脚の石柱により支えられていま

す。下浦村（現下浦町）石屋の辰右衛門により建造され、地元の砂岩が使用さ

れています。

この付近は、寛永14年（1637年）11月、天草・島原の乱で、天草四郎率い

る一揆勢と富岡城番代三宅籐兵衛の唐津軍とが激突した場所です。両軍の戦死

者により川の流れは血に染まり、屍は山を築いたと伝えられています。

熊本県（観）

（他に英文、ハングル、中国語の表記があるが省略）



今
は
、
分
厚
い
六
法
全
書
を
買
わ
な
く
て
も
、
簡
単
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
で
き

ま
す
。

Ｑ
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ど
の
よ
う
に
登
録
し
て
あ
る
の

文
化
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
国
指
定
文
化
財
等

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
は
、
祇
園
橋

は
ど
の
よ
う
に
登
録
し
て
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

次
ペ
ー
ジ
に
指
定
書
と
共
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
重
文
指
定
基
準
の
項
目
で
、
「
（
五
）
流
派
的
又
は
地
方
的
特
色
に
お

い
て
顕
著
な
も
の
」
と
な
っ
て
ま
す
。

こ
れ
は
、
「
国
宝
お
よ
び
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
指
定
基
準
」
（
平
成
八
年
二
月
九
日

文
部
省
告
示
第
六
号
）
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
参
考
ま
で
に
、
他
の
基
準
も
列
記
し
て
見

ま
す
。

重
要
文
化
財

建
築
物
、
土
木
構
造
物
及
び
そ
の
他
の
工
作
物
の
う
ち
、
次
の
各
号
の
一
に

該
当
し
、

か
つ
、
各
時
代
又
は
類
型
の
典
型
と
な
る
も
の

（
１
）
意
匠
的
に
優
秀
な
も
の

（
２
）
技
術
的
に
優
秀
な
も
の

（
３
）
歴
史
的
価
値
の
高
い
も
の

（
４
）
学
術
的
価
値
の
高
い
も
の

（
５
）
流
派
的
又
は
地
方
的
特
色
に
お
い
て
顕
著
な
も
の

祇
園
橋
は
、
（
５
）
の
み
の
基
準
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
祇
園
橋
は
そ
の
他
の
い
ず
れ

に
も
当
て
は
ま
る
と
い
っ
て
も
い
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ひ
い
き
目
で
し
ょ
う
か
。
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国指定重要文化財に指定されている、熊本県内の石橋

橋名 所在地 架橋年 構造 指定年月日

◇ 祇園橋 /天草市船之尾町 /天保三年（1832）/石造桁橋 /H 9.12.03

中央新町

◇ 霊台橋 /上益城郡美里町 /弘化四年（1847）/石造単アーチ橋 /S42.06.15

◇ 通潤橋 /上益城郡山都町 /安政元年（1854）石造単アーチ橋 /S35.02.09

架橋年が古い順・文化庁データベースより

（別に競うわけではないが、架橋の一番古い祇園橋が指定は一番遅い）
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国指定登録文化財等 データベース ・・国宝、重要文化財 文化庁 より

「http://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/maindetails.asp」

名称 : 祇園橋

ふりがな : ぎおんばし

員数 : 一基

種別 : 近世以前／その他

時代 : 江戸時代

年代 : 天保3

西暦 : 1832

構造及び形式等 : 石造桁橋、高欄付、延長28.65ｍ

指定番号 : 02342

国宝・重文区分 : 重要文化財

重文指定年月日 : 1997.12.03（平成9.12.03）

重文指定基準 : （五）流派的又は地方的特色において顕著なもの

所在都道府県 : 熊本県

所在地 : 熊本県天草市船之尾町、熊本県天草市中央新町

所有者名 : 本渡市

解説文 : 天草下島の本渡市市街地中央を西から東に流れる川に架けられた長さ

約28.6m、幅約3.3mの長大な石造桁橋で、石材には下浦石と呼ばれる地元産の砂岩質

の切石を用いている。橋の北岸側に残る記念碑によって、天保３年（1832）に地元の

石屋によって建設されたことがわかる。江戸時代以前の石造桁橋としては現存最大の

もので、石造アーチ橋が多い九州では、特殊なものであり、技術的にも注目すべき点

が多い。

《重要文化財指定書・写（上）とデータベース（下）資料》


